69th and 70th Meeting News, the 4th Symposium for Laboratory Animal Science, and the Secretary Meeting News by 岡山実験動物研究会,
















































なお、会務報告は平成 26年度第 1 回理事会の
記載内容（65～68 頁）を参照下さい。 









































































































物であるキャベツ Brassica oleracea var. 






































































で 比 較 的 そ の 発 現 量 が 多 い GLUT13


















polyclonal goat anti HMIT antibody（sc-244166, 
Santa Cruz biotechnology Inc.）、二次抗体とし
て Alexa488 donkey anti goat IgG（A-11055、 
Life technologies）を用いた。観察には光学顕
微鏡、共焦点レーザー顕微鏡（ FV1200, 
Olympus ）、および電子顕微鏡（ H-7650, 
Hitachi）を用い、外ラセン溝周辺の形態学的





















































































































































































































  岡山大学自然生命科学研究支援センター 
動物資源部門  





















































平成 27年 12月 11日(金)午前 10時から12





















































































































〇寺田 豊 1,2、下田 宙 1、Nguyen Van Dung1、
鍬田龍星 1、城ヶ原貴通 3、織田銑一 3、 
















A (KAT 系統、8 ケージ、15 個体)8 サンプル。
飼育施設 B(KAT、21 ケージ、37 個体、及び BK
系統、29 ケージ、33個体)50 サンプル。2）臓





















かった。6）施設 B のスンクス 2 系統（KAT 21
ケージ、BK 29 ケージ）を調べた結果、それぞ
れ KAT 系統 14ケージ (66.7%)、BK 系統 5ケー
ジ (17.2%) が陽性となった。7）系統解析の結


















































クスは有胎盤哺乳類で唯一 OT ホモログが MT
であることを明らかにした。さらに今回、ス
ンクスにおいても VP および MT 遺伝子構造を





スンクスにおける VP および MT の脳内局在を
解析した。その結果、ラットやマウスと同様





































































 現在のところの融合効率は 1 回の細胞融合









 確立したスンクス抗体はおもに 4 型コラー
ゲンの NC1 領域に対するものである。回転培
養による高濃度抗体の作製はマウス、ラット
の場合は 3 mg/ml 程度の濃度であるが、スン


























ら Type I、IIa、IIx、IIb の４種類に分類さ

























































 山口大学共同獣医学部病態制御学講座   





















































参考文献：Mikiko Yasuhara, et al. (1991)  
Induction of fatty liver by fasting in  






























































































































































1) キャラバン行動（辻ら） 2) 嘔吐易発性-
動揺酔、放射線酔、アルコールや化学物質に
よる嘔吐 (松本ら) 3) 脳腸ホルモンである
モチリン・グレリンの発見（坂井ら） 4) 甲
状腺ホルモンの脱ヨード酵素の特異性（ヒト
と同じ Dio2 動物でマウス・ラットは Dio1 動





膚腫瘍 2) ウイルス性乳癌 3) 歯周病易発




の菌相（フローラ）がない 3) 扁桃免疫 
遺伝学的あるいは遺伝性が疑われる特徴 
1) 染色体数（2n=30～40）にロバートソン型
転座変異 2) EDS 糖尿病系統 3) スクラー
ゼ活性欠損変異 4) アルビノ様遺伝子およ
びその他の毛色遺伝子 5) 欠如歯 6) 精巣





ミン (チョコラ A)の催奇形低感受性 3) 腹
腔内投与レチノイン酸ではマウスと同程度の
























(1) 脳下垂体神経葉ホルモン (バソプレシン・ 




























































































































































セッション 2  
新たなヒト型感染症モデル動物としての 
ツパイ 
真田崇弘 1、尼子 豊 1、池 海英 2、小原恭子 2、   
塩釜ゆみ子 3、高野淳一朗 3、保富康宏 3、 
















































































で注目されている outer subventricular zone 
(OSVZ)への遺伝子導入も可能であることを見
いだした。さらに高等哺乳動物に特徴的に存在





































































Finger Nuclease (ZFN)、Transcription 
Activator-Like Effector Nuclease (TALEN)、
および Custered Regularly Interspaced Short 



















     平成 27 年度第１回理事会 





















れた。一般講演 6 題、記念講演 1 題が企画さ
れた。 









③研究会報第 30 号は 4月に発行、会員への送





 会報 (第 25 号～第 30号)を製本し、猪貴義
先生と国立国会図書館へ 6 月に贈呈した。 
第31号の編集で、原稿提出の締切日を2015
年 1 月末日から 2 月に変更した。会報の大き
さは第 31 号から A4 版の大きさにすることを
決めた。「施設めぐり」の原稿は名古屋大学動
物実験支援センター東山動物実験施設・伊藤
麻里子氏に執筆依頼した。             











⑤役員の選任(平成 27～28 年度)                      
 会則 第 6 条(役員)、第 7 条(役員の選任)  
















松山 誠(重井医学研究所・分子遺伝部門・  
室長) 












      科・国際共同創薬基盤センタ ・ー准教授） 
内藤一郎(元新見公立大・看護学科・教授） 
古本佳代(倉敷芸術科学大・生命科学部・生命 
    動物科学科・准教授） 
三上崇徳(川崎医科大・中央研究部・中央研究   
センター・技術員） 
矢田範夫(岡山大・自然生命科学研究支援セン 
          タ ・ー動物資源部門・技術専門職員） 
山本敏男(岡山大・大学院医歯薬学総合研究 
          科・機能再生・再建科学専攻・教授） 
監 事 
高橋純夫(岡山大・大学院自然科学研究科・ 






         究支援センタ ・ー動物資源部門) 
   ：工藤季之氏(就実大・薬学部薬学科・ 
                  基礎薬学分野) 
退会:菊永茂司氏(ノートルダム清心女子 












⑨理事会の開催（2回） 第 67 回例会(7 月 
  11 日)、第 68 回例会(11 月 28 日)  
⑩拡大常務理事会の開催（2 回） 5月 20 日、 
  10 月 15 日 
２．平成 26(2014)年度の会計収支報告 
収入の部として前年度繰越金 455,800 円、 
会費(43 人 94 口) 94,000 円、賛助会費(8
社)240,000 円、寄付金(矢田範夫氏)6,984 円、
会報代(5冊、送料込)3,156 円、郵便貯金利子
29 円となり、収入総額は 799,969 円、一方、
支出の部として印刷費(第 30 号会報・製本) 
192,888 円、通信費 29,290 円、第 66 回研究
会謝金 5,000 円、補助 40,000 円、第 67 回研
究会例会謝金0円、補助47,800円、雑費7,514
円となった。なお、雑費の内訳は印字手数料







平成 27(2015）年度(1 月 1 日～6 月 24 日)
の会計収支中間報告:収入の部として前年度
繰越金 477,477 円、会費（28 人 50 口）50,000
円、賛助会費(4 社)120,000 円、寄付金 0 円、
郵便貯金利子 17 円、収入総額は 647,494 円と
なり、一方、支出の部として、印刷費(第 31
号会報)185,976 円、通信費 49,490 円、第 69
回研究会例会補助 40,000 円、雑費 1,820 円、
支出総額は 277,286 円で、残高は 370,208 円
である。なお、雑費の内訳は振替手数料 420
円、収入印紙(7 枚)1,400 円である。 
     
４．平成 27(2015)年度の活動経過と活動計画 
①研究会を 2 回開催。第 69 回研究会は 6 月 
26 日(金)13:30～17:30 まで川崎医科大学・現 
代医学教育博物館 2階大講堂で、大熊誠太郎 
先生・三上崇徳氏 (川崎医科大学)のお世話で 




第 70 回研究会例会は 12月 11 日(金)10:00 










ら岡山理科大学 11 号館 8 階サロンで合同の懇
親会が企画されている。 
③研究会報の発行・送付及び編集 
〇第 31号の発行と会員への送付5月 106頁、 





〇製本の寄贈 3 冊(1-13,14-24,25-30 号、B5 
版) 岡山大学中央図書館(6 月) 
〇別刷りの送付 会報第 31 号に掲載の参考 
資料「地区研究会の活動紹介」「実験動物科学 
シンポジウム」の別刷りを日本実験動物学会 
及び 10 の地区研究会に送付(5月) 
〇第 32 号の編集 平成 28 年 4月発行予定   




〇第 69 回研究会例会の開催案内を中四国の大 
学及び動物実験施設関係者などに送付。 
〇第 70 回研究会例会・第 4 回実験動物科学シ 
ンポジウムの開催案内を関係者に送付。 
⑤ホームページの更なる充実 会報第 31 号の 
掲載論文・記事並びに第 69 回・第 70 回例会の 
案内・ポスターなどの掲載 
⑥会員の異動(平成 27年 6 月 10 日現在) 
入会：臼田俊樹氏(学校法人英数館・広島ア 
ニマルケア専門学校) 
    ：木村康二氏(岡山大・大学院環境生命 
   科学研究科・動物生殖生理学)  
  ：高山 修氏(岡山大・生殖補助医療 
              技術教育研究センター) 
  ：本橋秀之氏(岡山大・生殖補助医療 
              技術教育研究センター) 
：森田英利氏(岡山大・大学院環境生命 












            応用研究部、今年 3月定年退職)  
：加藤鋭二氏(日本クラレ㈱大阪事業所 
                  大阪 AD 部 退職) 
：佐藤芳範氏(今年 2 月 14 日 逝去) 
：千葉泰人氏(逝去) 
：辻 岳人氏(岡山大・大学院環境生命 





⑥理事会の開催（2回）第 69回例会(6月 26 
日)、第 70回例会(12 月 11 日 予定) 




 〇第 71回例会(会員の持ち回り会場) 
    6 月下旬～7 月中旬(土)  就実大学予定 
世話役:工藤季之先生(就実大学薬学部) 
〇第 72 回研究会例会 
11 月下旬～12月中旬 岡山理科大学予定                




③役員の選任  会則 第 6 条（役員）、第 7 
 条（役員の選任）、第 9条（役員の任期） 
















      平成 27 年度第 2 回理事会 




①研究会の開催(2 回):第 69 回研究会例会は 6
月 26 日(金)13:30 から 17:30 まで川崎医科大
学・現代医学教育博物館 2階大講堂で大熊誠太
郎先生・三上崇徳氏のお世話で開催された。一
般講演 5 題、特別企画 3題、懇親会が企画され
た。第 70 回研究会例会は 12 月 12 日(金)10:00














 会報第 31 号を 4 月に発行し、5 月に会員に











 第 69 回、第 70回研究会例会の案内及び第 4
回実験動物科学シンポジウムのポスターを中
国四国の関係機関に配布し、参加をよびかけた。 





 今年度は、研究会第 31 号（4 月発行）の掲




⑥会員の異動（平成 27年度 新規） 
  入会：古林呂之氏(就実大・薬学部) 
    : 賛助会員様(アルファバイオ㈱ 岡山 
68
0123456789
                  営業所） 
 退会 : 北 徳氏(元倉敷芸術科学大学・生
命動物科学科) 
       : 賛助会員様(㈱メディケアー) 
⑦理事会の開催(2回) 第 69 回例会(6月 26 
  日)、第 70 回例会(12 月 11 日) 
⑧拡大常務理事会の開催(2 回) 4 月 27 日、 
  10 月 7日 
２．平成 27(2015)年度の会計収支中間報告 
平成 27（2015）年度(1月 1 日～12月 8 日)
の会計収支中間報告:収入の部として前年度
繰越金 477,477 円、会費(40 人 75 口)75,000
円、賛助会費(9 社)270,000 円、寄付金(三上
崇徳氏)5,472 円、郵便貯金利子 32 円、収入
総額は 827,981 円となり、一方、支出の部と
して、印刷費(第 31 号会報)185,976 円、通信
費 60,395 円、第 69 回研究会費謝金 20,000
円、補助 40,000 円、雑費 2,820 円、支出総額
は 309,191 円で、残高は 518,790 円である。
雑費の内訳は振替手数料(9 社)1,020 円、収入
印紙(9 枚)1,800 円である。 
３．平成 28(2016)年度の活動計画 
①研究会例会の開催(2回) 















成 28年 3月に定年退職されることから、理事 
は紅林淳一先生(川崎医科大学・中央研究セン
ター・医用生物研究ユニット・ユニット長)
に平成 28年 1月から交代する。 










  会報第 32 号、研究会例会の案内、講演要旨
などの掲載 
⑥会員の拡大 






第 70 回研究会例会以降の活動報告 







 第 71 回研究会例会は就実大学の工藤季之先
生、古林呂之先生のお世話で準備が進められ、
平成28(2016)年 6月 25日（土）13:30～17:40、











第 70 回研究会例会以降の会計報告 
 平成 27(2015)年度の会計収支中間報告に変
更のあった項目と金額のみを下記に示す。収入
額は会費(42 人 81 口)81,000 円で、収入総額は







平成 28(2016)年 1月 20日に監事の先生方に
よって会計監査が行われた。 
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